研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　居宅介護支援事業所わえみ　　職　種　介護支援専門員　　氏　名　林　義弘

	期　　間　平成２３年１月　１２日　13：30～15：30

	出張目的　包括的支援事業研修会参加のため

	出 張 先　八戸市総合福祉会館多目的ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜全体考察＞
　事例を基に、７人のグループで検討し、何が問題点となるか・どう処理するか・どのような連携を図れるか等について各グループで討議し、発表を行った。
　各人がいろいろな意見を出し合うことで、問題を解決する方法をつかみ、優先順位はどこにあるのか等自分では思いつかない意見等もあり、有意義で大変参考になった。

　今後は、今日学んだことを実際の利用者様に対し応用していきたいと考える。

＜研修内容＞
研修：「グループワークで学ぶ高齢者虐待防止のための支援のポイント」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：八戸市高齢者精神保健福祉相談員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　精神保健福祉士　　安田　真　氏

　八戸市での虐待等に関する相談　平成２１年度　８５件

　その内、虐待・虐待の疑い　　　　　　　　　　７２件

　八戸市での虐待等に関する相談　平成２２年度　８２件

　その内、虐待・虐待の疑い　　　　　　　　　　７７件

　全国では平成２１年度　２３,４０４件の虐待または虐待の疑いの件数になっている。これは、前年度と比較すると、１２４７件の増加となっている。

　虐待を行うのは、家族の中でも息子が多く、精神疾患・アルコール・収入がない等の理由が多い。

　虐待を加えているものへの就労・受診・入院等の支援も行われている。
　グループワークでは、何が問題で、何ができるか、誰に相談するかを各グループで討議・発表した。

その中で、特に強調された項目は、危険の予知、安全を確保、優先順位の考察、支援・協力の依頼、関係機関との連携等が挙げられた。


















C.E.O.





I.O.O.





A.O.M.






































